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谷･岩壁にあいた幾つかの洞穴や天然橋の中で,最

大の洞穴が乳岩である1天井から数Cmの乳頭に似

た鍾乳石がたれ下るので､この名がついた.

あてらななたき

阿寺の七滝

(南設楽郡鳳来町下吉田国主名勝)

中央構造線のじょう乱帯中にたけ分布する七滝礫

岩層(和泉層群上部に対比される)の深い峡谷底に全

長雛狐落差約如独にわたってかかる7つの滝畠

一番下の滝つぼ以外は滝つばが甑穴に似ている･七

滝礫岩層の礫は人頭大以下の円礫が密集しており葦

断層運動に伴って｡円礫が中央部で切断された“く

いちがい石"になっているものがみられる凸
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あてら

坂下町の阿寺断層

(岐阜県恵那郡坂下町松源地～坂下新)

木曽川に沿って,木曽谷の入口ともいうべき岐阜

県の東端坂下町にはみごとな河岸段丘が発達する.

中都日本の代表的な活断層が,それらの段丘面を切

って,地形的に左ずれの水平変位量と垂直変位量を

読みとることができるし,木曽川河床には濃飛流紋

岩の破砕帯が露出する.

たかべ

段丘面は高い方から松源地面,高部面,坂下面,

さいほうじ

西方寺面と区別されるが,それぞれの地形面の変位

量は,次のことくである松源地面水平方向

130m<,垂直方向31.5m,商都面一水平75

m<,垂直255m,坂下面水平37m,垂直96

m,西方寺上位面垂直48m,西方寺下位面

垂直2～4.1m(木曽谷団研グルｰプ,1964).

高部面の上に載る泥流堆積物(27,800±2,000B.P.)

を基準にして水平変位速度を求めると3m/1,O00年

とたり,日本でも第1級の活断層であることがわ

かる.この部分は,生活面であり,すでに道路工事

や,石垣を組むことなどで断層崖や,段丘面のずれ

の部分が見えなくなっている.今後の開発によっ

て,大規模な破壊を蒙らぬよう,地元の住民の生活

を妨害したい範囲での保護カミ望まれる.
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